
 
                     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査より 

質問紙「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出た時に役に立つと思いますか？」への肯定的な回答が高

かった点が注目されます。これは、小学校がこれまで国語の授業研究をしてきた成果が背景にあると考えられ、

児童が国語の学びに対して目的意識を持って取り組んでいることが伺えます。 
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(1) 言葉の特徴

や使い方に関す

る事項

Ａ 話すこと・

聞くこと
Ｂ 書くこと Ｃ 読むこと

太子町 1.079 1.124 1.176 1.056

大阪府 0.997 0.977 0.906 0.972
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全国平均正答率を「１」としたときの太子町

の平均正答率との比較

平均正答率は、72.9％

で全国（67.1％）を５.８

ポイント上回り、大阪府

（6５.７％）を７.２ポイン

ト上回った。 

 

 全ての項目で全国平均

と比べて数値が上回った。 

これは、各小学校が各校の

課題と正対し組織的に取

り組んだ成果と考えられ

る。例えば、朝の時間を活

用し苦手な文法に絞って

の取り組みや、思考を促す

仕掛け作りを教科をまた

いで取り組むなど、各校が

工夫を凝らしてとり組ん

だ。 

 

正答率比較 

学習指導要領の内容別比較 



                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 数と計算 Ｂ 図形 Ｃ 変化と関係
Ｄ データの活

用

太子町 1.036 0.944 0.970 1.047

大阪府 0.993 1.004 0.999 0.974

0.800

0.850

0.900

0.950

1.000

1.050

1.100

全国平均正答率を「１」としたときの太子町の

平均正答率との比較

平均正答率は、6１.９％

で全国（6２.５％）を 0.６

ポイント下回り、大阪府

（61.9％）と同じ値であ

った。 

 

 全国平均と比べ、これまで

課題として見られていた「デ

ータの活用」に関しては改善

の傾向が見られる。 

 一方、図形・変化と関係で

課題が見られた。 

正答率比較 

学習指導要領の内容別比較 
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平均正答率は、少しずつで

はあるが、上がってきた。 

各校のこれまでの分析と

分析に基づく取り組みが

徐々に成果につながってき

ているものと考える。 

引き続き、各校が課題と正

対し学校全体での取り組み

を進めることが大切となる。 

 


